
真空 IE 力 IH 炊飯ジャー保証書 


[ 持込修理 I 


取扱説明醫、本体表示などのを意蠻さに従った使用状態で保証期間巧に故障した場合には、巧料修理いたしまず。製品と本香 
をご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修煙や製品輸送の場合は、出張料や翰 
送料などの実費を申し受けます。 


NP - RSO 已 



型る _ 
ぉち前 

賽ご住所〒 


◎ お買い上げ曰 感 嚴謂店洛‘住戸斤 
—年月_日 
保証期間 
お買い上げ曰よ0 

本你1年 

なべフッ累加工 

3年 巧 I _ 

® EP 欄に記入のない場合は無な]となりますから、必ずご確認 < ださい。 

なべを交換を。る場合はち記の部品香号をご連絡ください。 [ B -281〕 _ 

1. ご歷居、ご11當などで、お貿い上ば販売店にお串しつけできない場合は、興なのお客様ご祖殺お□にお申しつけください。 

2. 保記巧間巧でを巧の場合には替科修理になります。 

(イ)使用上の膜り、およびな造や不当な修理による故度および損傷。 

(口)お貢い上げ後の輸送’移助•落下などによる故陌および損锡。 

( A ) 义が、地踏、水客、落蜜、その他の天が地変、および公ま、想き、ガスき(硫化ガスなど)、異常選圧、指定外の使用載原(些 
圧、周波数)などによる故陣および損僞。 

(二)一般:家庭用 iU か(たとえば業務用の長時間使巧、ま賴、船邮へのとう贼)に使用でりた場合のが度および損傷。 

(ホ）本酱のご提ホびない場合。 

(へ)本密にお貢い上げ年ち曰、おぎ祿を、販売店をの記入のない場合あるいは宇句を密さかえら0た場を。 

(卜）消耗部品の交換。 

(チ）下記の使い方をした場合のなべ巧面フッお加工の&<れ、はびのなど 

-ま溝洗いのため、スプーンや食器などかたいをのを入れたり、洗ったりした場合， 

-なべのお手入れに、たむしやみがを粉などを使った場合。 

-なべの中で酢を使った場合。 

-お質い上げ後の落下や輸送などで生じたへこみ 

-その他取扱説明壺、本体貼巧ラベルなどの記載事項にそわない使い方をした場合。 

3. 本衝は曰本国巧においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

4 . 本顯は盗難•乂がなどの不可抗力な外で紛失された獨合は、再発巧いたしませんので大切に保存して < ださい。_ 

◎お客穂にご記入いただいた記驟內容は、保証期間巧のサービス活動およびその後の安を点横活動のために利用させていた 
だ < 場合びございますので、ご了承 < ださい。 

きこの保証密は、本密に明示した期間 • 条件のをとにおいて無料修理をお約まするをのでず。従ってこの保証蟹によって保証 
密を発行している者(保証賀任者）、おぶびそれがかの票業者にがするお客様のミ去律上の権ネリを制腹するをのではお D ませ 
んので、保訝期間経過をの修理などについてご不明の場合は、お買し1上げの販売店または弊社のお客様ご相談窓口にお問 
し、合わせ < ださし)。 

蒙印7ホ-ピン株式舍な 

f 530-851 1大限巿化区天満]下目20蓄5号 0(06)6356-2391 


圧力炊飯するため PS マーク ’ SG マーク取得 



PS マーク 

経済産業省び定めた r 消費生活 
用製記安全法」の家庭用の圧力 
なべおよび圧力びまの安全基準 
に適合していることを示します。 


.... I S じゾーク 

I^SI I 調をを胎がをめた認定基準 
i に含格したことを示し、万一製 
が胃 3 i 思の夕陥による人身事故び生じ 
殺描田を温を i た場昔、黯償措置びとられまず。 

NP-RS 型 ©® 


NP-RS 


家庭用 I 



1 NP - RS 05 型日已 4 L ヴィズ 


取扱説明書•お料理ノート 


® 圧力! H 炊飯ジャーは巧部び高圧になる 
ため、取り扱いを誤るとを険でずので、 
この取扱説明書をお読みになり、正しく 
お使いください。 


ち< じ 

お懷い15なるまえに 


安全上のごミ主意 . 2 

各部のなまえと撒い方 . 4 

米のお話/玄米活性のお話 . 6 

おいしく蚊いて-おいしく保温 . 7 

使い方 

ご飯の炊きち 

基本的な炊きち . 8 

無洗米の炊を方 . 10 

炊き方メモ . 11 

タイマーず約炊飯 . 12 

標準の保温高め保湿 . 14 

報知音の種類と音湿の切りかえ方……1已 

メ □ディーの確認 . 16 

時刻の合わせ方 . 1巨 

muPass にューパス)害きかえシステム . 17 

お気に入りメニュー登録機能 . 19 



©このたびは、お買い上げいただき、まことにあり 
びとうこぜいました。 

每お読みになったあとは、大切に保存してくださし、。 



お料理ノート,; 

五目ご飯 t 草がゆ . 22 

山菜おこわ玄米の炊きこみご飯……吕3 

お手入れ 

お手入れ . 24 

交換部品 . 26 


匯>2烏ぶをに 

故障かなと思ったとを . 27 

こんな表示をしたとを . 30 

アフターサービス . 31 

お客様ご相談窓口 . 31 

仕様 . 31 

保証書 . 襄表紙 




































每ここに表したを意事頂は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのちのです。 
富いずれもま全に関する重要な内容でずので、必ずお守りください。 



取り扱いを誤った場合、死 t : 
または重傷ぶ1を負ラことび、 
想定される内容を表します。 


A A 記号は、警告•ま意を促す內容びあるこ 
. とを告げるをのです。具化のなま意內容は 
ミ主意図の中やおくに义章や絵で表します。 


A 運忌、 


取り扱いを誤った場合、傷害 
または物的損害 Si 3 の発生び、 
想定される内容を表します。 


《1重傷とは、失明、けび、やけど(高温 • お湿）、感電、骨}斤、 
中毒などで、を適症び残るをのおよび治療に入院•長期 
の通院を要するをのをごしまず。 

ぶ2傷害とは、治療に入院•長期の通院を要さないけびやや 
けど、感電などをさします。 


記号は、禁止の巧為であることを告げる 
ものです。具体的な禁止内容は図の中や近 
禁止 < に文章や絵で表します。 

• • 記号は、巧為を強制したり指示したり 

ずる内容を告げるちのです。具体的な指示 
指示内容は図の中や近くに文章が絵で表します。 


《3物の損害とは、 家屋. 家財および家畜 • ベットなどにかか 
わる拡大損喜をさします。 


； A 警告 

改造はしない。また、修理技術若ながの人は分 
W 辭したり修理をしない 

巧解巧化义巧.想密.けびの原因にな 0 ます。宿理はお贾い上げのお巧 
店またはが巧のお客様ご巧が窓口にご巧 S なくださし、。 

^ かにつけたり、水をかけたりしない 
本体内部にを水を入れない 

ボめれ巧 it ショート.感巧のをれびあります。 

: 巧気口に手を軸れない 

やけどをすることびあ 0 ます。巧に孰切巧にはさむらだない 
ち的を止よ 5 ご注を<だごい。 

^ めれた手で這这みプラグを巧き養ししない 

恩些やけがをすることびあ D ます。 

めれ 手巧 止 

デ供だけで使わせたり幼巧の手の腫くところで 
じ y 使わない 

察止やけど•思独•けびをする巧むびお 0 ます， 

记贼5説明唐•お料理ノートに記載の肋飯•巧温•閲 
爲 理メニュ ー L ； m ①巧透に恆わない 

• 巧远の巧えるね D をの（はんべんなど）やな S などの夏巧 
をまに巧う料埋 

«急规こ泡のおる重そうなどを巧う巧理 
• の0巧になるカレーやシチューのルーなどの巧理 
•を员の油を入れる料理 
• ジかムなどのミ包なつ巧理 
«を巧をポ! J 装などに入打てが熟ずる巧理 
• クッキンクシートなどの落とし蓋を入れた巧理や巧し物 
• 目詰まりしやずいアマランヴスなどの/>さ< て轻いが穀を 
混ぜた巧飯 

9 「 t 草がゆ」などの脅巧入りのおかゆは摄巧から寶巧を入 
れて炊ひない 

巧飯中に巧ぶたと本体の間から巧気げちれた 0、 巧な巧ぶた 
が閱いて，やけどやけびをする恐れがあ 0 まず。 

靈源コードや差这みプラグげ像んでいたり、コ 
'〇/ンセントの黃し込みびゆるいときは使用しない 

禁止恩诞.シヨート.発义の原因 り、 ~コンセント 

にな城ず。 ち込みフラグ 

巧源 コード 

® 源コードを傷つけない 

'〇^無理に巧げたり、引っ張ったり,ねじったり、たばねたり,商混 
禁止部に近づけた0、產いをのをのせたり、挟み込んだり，加工し 
た D すると頸源コードび破損し、义災’感里の原因になります。 

(〇交流10 Dvum では使巧しない 

义災•感堤の原因になります。 

禁止 

#誦競ラグはコンセントの與までぃかり 

ぉず突歷恐頸•ショート.発煙-発火の原邸こな。ます。 

^ 炊飯中は絶巧に卵ぶたを開けたり移動をせない 

Ky やけどをする恐れびあ0ます。 

禁止 

A 定格 15 A な上のコンセントを単独で使う 

他の器具と併用すると分巧コンセント部び窝巧発なして発 
おず実施义ずることびおります。 

阪•排気□やずき間にピンや針をおよび金 福 物 
\y などの異物を入れない 

禁と感塑や異落動作してけびをすることびあります。 

スビ-力—臟口 
吸気口 本体底部/ 

嫁 

A 善込みプラグの巧けラグの巧端）および巧の 
W 根元にほこりが付遺している場合は、よくふく 

必ず葵施义ぷの原因にな日ます。 


A 


巧た 


化 


圧力巧飯まえにかぶたのフックの周囲、本巧のフック受け 
部、本が:とがぶたの間、巧ぶたセットパッキン、圧力調整 
_装置、安全弁や蒸気口の周固に米粒や費物がないことを 
必雨!施確認し、がぶたはカチッと音びずるまで確実に閱める 

米粒や寅物びあるとかぶたび完全に閉まらず、巧?ぶがぶたび開いた0、 

巧巧中に外ぶたと本巧の閣からお気げをれ.やけどやけびをずる巧れ 
びあります。 



意 一 

^使用中や使苗直をは、高温部に軸れない 
^またがぶたを開けるとを①蔡気、ご飯をほぐす 
JSflSgli : ときには手がなべなどに 
当た 6 ないようにミ主意ずる 
やけどの原因になります， 13^*® 

本体を持ち運ぶときは、プッシュボタンに触れ 
なぃ 

かぶたび 開いて、 けびややけどをすること W 

。巧。ます。 屋 

プッシュポタン ^ 

^水のかかるところや、义 E の近くでは使苗しない 

思巧•巧巧やを巧の原因になります。 

巧止 

/ sT ) 専用なベながは使用しない 

なべび遏なした0、巧 巧 動巧の原因にな D まず， 

巧止 

fC \ 壁や該員の近くで括わない 

キッチン用収納棚などで使ラとをは、中に累気 
巧止びこもらないようにずる 

巧気まにはなで堅や巧貝を! 窃 め、変色、巧をの原因にな D ます。 

/〇不ち定な場所や热におい殿物の上では使用し 
じ y なぃ 

巧止义がの原因にな D ます。 

^ 巧用時な巧は、萬込みプラグをコンセントか S 

フタグを けびややけど、巧摄お化による感远.巧迅乂がの巧因にな0 
巧く ます。 

お手入れは冷えてか S 衍う 

离涅巧に巧れ、やけどの巧れびあ D ます》 

'ぶず巧施 

是泣みプラグを巧くと宝は、里源コードを持た 
W ずに必ず先端の差込みプラグを持って引を巧く 

0ずま66思なやシヨートして旁化することび巧 D ます。 

^型源コードを巻宝取ると田ま是込みプラグを持 

盖& みプラグび当たって、けがをずることびを0まず* 


医卸に巧巧 


屯、瞄用ペースメーカ〜をお使いの方は、本製品のご淀巧にちたつて 
陸師とよくご相談 <だをい 

本裂虽①動作びぺースメーカーに影暫を与えることびあ D ます。 


鱗黎緣鐵ミご冷•絶鑛毅苗藏簽::幾雜變教〜、::ぶ •一.. ぐ尸*. 。 J お 

震し、 - 

■磁気に弱いちのを近づけない 
テレビ’ラジオな どは、 法宜の入る恐れがあ D ます。 

キャッシュカード•目動な化巧定期き•カセットテーフなどは、記博び 
消无るるれびち 0 まず。 

國水をかけたり水分を含んだものの上に置かない 
感理や故障の原因にな0ます。 

國本体庫巧やなべに異物に飯粒や米粒など）が’ついた 
まま使用しなし、 

うまく炊けなし俯因にな D まず。 

H 本巧(特に蒸気口）には、ふさんなどをかけない 
本体やかぶたのま 巧、 を色の原因に な D まず， 

H なべの 3 巧の吕（なべに表をしている MAX の線）む上 

■他の靈気機器に惑気が当たる場所では使巧しない 
蒸気によ D 、 還気暖器の义の•巧降-変色’をおの原因にな D ます。 

に水を入れて ~；77~~^ 

國吸•排気口をふさぐような場所（じゅうたんやビニー 
ル袋、 アルミ澄などの上）で使用しない 

な降の原因にな D まず。 

1 快飯しなぃ （MA 夕广 ちず 費ホ 

ぁこりを！ 

圏なべに、キズのつくよラな器質を入れない 

なべにキスがついた日、うまく巧けなし俯因になります。 


©お買し、上げの穀品と本書に記載したイラストは轟なることがあります。 









をキーは確実に巧してください。 

©報知音の変化や、「炊飯」キー、 r とりけし」キー中央の （®、 は、目の不自由な方へ配慮し 
たちのです。 



' 白米用 
(1 吕 OmL ) 


r 保温選択」キー • 
r 標準の保温 J や 
情め保温」を還ぶ 
ときに使う 一 P 1 4 


表ち普区（すべてを表していますび、 
お使いになる中でこのよラ 
な表示はしません。） 


赤が線受光部 


r 知りけし J キ_ • 


擦作設をの取り消しや作動中 
の機能を中止するときに使う 


r 無洗米 j キ-^ 

無洗米を炊くときに使う 一 P 10 

r メ ニュー 」キ- 

メニ ューを 選ぶとさに使う 


— r 炊飯 J キー 
炊飯するとをに 
使ラ 

厂 muP 曰 SS 」 キー 
ホか線通信のとをに 
使う— P 17 


r 予約 J キー 

食べたい時刻に自動的に炊 
さ上げるタイマー予約げ旣 
のとをに使ラ ~* P 12 

- r 聴刻合わは」キー 
(アップ、ダウンキー） 
予約時刻や現在時刻を 
合わせるとさに使ラ 
一 P 12、 P 1 己 


しやちじ しやをじ受け 


計量カップ 











お巧いになろ j : えに 


米のお話 


米の呼びを 


◎米は精米や加工のしかたにより呼び名がかわりまず。 

!「城か層と胚芽」びだんだん隙かれていく 


をみ殻めか曆 



もみ胚芽 


1 玄米 

3かづを 

己分づさ 

7分づき 

白が ： 

；ちみか5ち 

玄米か5「め 

玄米から「め 

玄米か6「め 

玄米から「め- 

1を殻を取 D 

か歷と匹す」 

か歷と脏芽」 

か留と胚芽 J 

か暦と駐ま j • 

1除いたをの 

を約3割取り 

を約5割取 D 

を約7割取0 

を魅に取り； 


除いたをの 

餘いたをの 

除レたをの 

除いたをの； 


無洗米 
白米の表面 
に残る細か 
いめかを取り 
除いたをの 


祖 __ \ 


屈熟畐米； 

玄米の胚まを"•胚ま巧米は、特殊な稱ホち術で揮米したをので、家庭用 
残ごてめち、 i を；巧ホ機ではできません。お米屋さんで、ご廚入くださし、 
巧り除いたをの' 


発穿玄米： 

玄米を加工して：•普通の玄米に比ぺ、や行らか < 食べやすいよラに加工 
胚をの部分び；されています。また栄摄祭の一つであるギャバ(ガン 
おらんですび出'マーア=ノ酪酸)び、をく含まれています。 

る寸前のをの: 



@この製品では玄米を炊くことびできます。 

また、玄米を活性化させ栄養価を高める炊きちとして r 玄米活性」メニ:!一び選べます。 


「玄米活性」メニユーを選んで玄米を炊飯すると、まず玄米を活性化させる工程に入り、その後、自動 
的に通常の玄米炊飯工程に移ります。 

玄米を活性化させる工程では、なべ内の温度を約40でで2時間維持しますので炊さ上がりまで約3 
時間] 0分〜3時間2己分ぐ5いかかります。玄米び活性化することによ D 栄養素の一つであるぷギヤ 
バ（ガンマーアミノ酷酸）の量び元の玄米の約 ] .已倍に増加します。また、通常の玄米炊飯に比べてや 
わらかく食べやすくなりまず。 

※ギヤバとは 

ギヤバ(ガンマーア S ノ酪酸)はア S ノ酸の一種で血圧を下げたり、神経を鎮める効果びあるといわれています。 


おいしく巧いて•おいしく厭豆 



















ご飯の乾燥•いやなにおい•藝色を防ぐためにこのような保温はしない 

® ご飯のつざたし 
•冷めたご飯か5の保温 

を炊さこみ、おこねなどの具や調な料を加えて炊いたご飯 
をコロッケ•みそ汁などご飯!;^がのをの 

@24時間（高め保溫では12時間）1；(上 . 。^丄一一。 

® しゃをじを入れたまま なへホ央(し盛る 

◎ 差込みプラグを振しすこ状態、または、保温を取り消した状態で つ f 

なべの中にご飯を入れたままでの放置 


少量のご飯は、なべ中おに盛る 




なべの中でご飯を保存ずる場合は、必ず保温機能をお使いください。 

保温機能を使わずになべの中でご飯を保存するといやなにおいの原因になります。 





















墓羣 Wtt 栽慶歲 


炊藤繁是に: s 燦窗部の点横を巧う 

ち図の各部にご飯粒ゃ韶設などの異物び付着して, 
いないかを確認する m ^ rc 1 zy ^■ 

@圧力調舊装置、安全弁は分解しないでください。 

故障の原因になります。 


フックの受け部 




f 巧屬⑩計麗カッブで米を計る 

白米用の計量カップ （ 1 80 m し)すりを01杯ずつ 

毎目詰まりしやすいアマランヴスなどのかさくて輕し、雑穀は混ぜて炊かなし巧くださし、。 
圧力調整装置、安を弁を詰まらせることびあ D 宿:険です。 



米を統つて、水加減をずる 

が平な所で、メニューに合ったなべのが化目盛に合わせる 一 P 11 r 狭き方メモ J 養照 
米を平らにならす 

©がにひたさなくてをすぐに炊けまず。ひたしておくと、かしやわらかめに巧を上びります。 


なべを本做こ入れてがぶたを閉め、唐化みプラグを塞し込む 

なべが側や本体庫巧のが分や異物を麻を取り、なべを本体に入れる 
內ぶたセットは必ず巧〇つける 

を差込みプラグを義し込んでから約1抄間內部データの確認を自動で巧いますので、その間キ 
一操作はでをません。 

をがぶたを寶いよく閉めると、圧力式の密封性のため、をつちり閉ま5ないことびあります。 

をなベを入れずに「巧飯」キーを巧すと、プヴーび鳴り、 rH 04 J のエラー•表をが出ます。 


(©で、^ニユーを選ぶ 


eJKi レ P ク so 30ろちろ をを） 

A . 

• • 

fiSC み多し W おれ 
S * 玄側巧巧ホ *け化》 


キーを押すごとに、「 A 」 の位置び「ふつラ」一 r をちをち」一「しやっさ！ DJ の i が夕叛 

順に移動し、そのあと、表示び「白米急速」一 r 炊きこみ j 一「すしめし H 「おかゆ」- 
「おこわ」一 r 玄米」一「玄米活性」一「玄米びゆ」一 r 登録メニュ ー 」の順に点滅します。 

毎「白米（しやっきり•ふつラ•をちをち） j と「玄米」と「玄米潮ま j は、次にメニューを選び炊飯 
ずるまで記憶されます。 

每白ホ急連：白米を早く炊きたいとさに選びます。かしかためになります。 



炊飯！獲押嘗 


r 贼飯」キ ー’ ■ P び点なし、炊飯開始の音声ガイドがロディーが流れる 
む5しになると、炊き上びりまでの残り時間を表おする 


織離まで 



•燃き J ： 獻唆©鬻黃诚ィ〜颇流莉、保溫 C 觸寶 

かむつをを赏劍こ C' 麵殘陽 <'1 ン™ 保温経過時間 

炊を上びると自動的に保温に移り、標準保温ランプび点巧し、1時間単位で I の 

保温觸融骗艳表おする(:巧》きこみ」.階り、ゆ」.「おこわ」. r 玄米」. r を米活性」. L 鳴 

r 玄米びゆ」のメニ:!一の場合は高め保温ランプび点灯する） ' - 

ずぐにほぐしてを分な水分を逃げし、ご飯のかたまり‘ベたつををおさえる 
• なべの中でご飯を保存する場合は、必ず保温磯能をお使いください。 

保温機能を使わずになべの中でご飯を保存するといやなにおいの原因にな0ます。 

一 P 7 r おいしく保湿」、 P 14 r 標準の保温 j r 高め保温」養照 
® 保通中に現在時刻を知0たいと劫ま、「時刻合わせ J キーの （&) または©を巧してください。 

をラー度 r 時刻台わは J キーを巧すと、保遍経過時間に戻りまず。房さない觸食は、;欠に 
巧飯しても保溫経過時間を表をしません。切りかえは、保温中しかできません。 

® 保温を取り消して、再び保湿にすると「0時間」の表示に戻ります。 

み 蚊飯裕了時の報知音は他の報知のしかたに切りかえることびできます。 

- P 1 5 r 報知音の種類と音靈の切りかえ方 j 参貝宾 


使用後は^を巧し、羞遂みプ安グを擬參 


炊を上びりまでの時間の目やず- ff がをかけているメニ¬ 


を通のザ 


約45〜50巧 


だ ) 55巧〜1時岡 



約50 


が ) 55せ〜'!時間 


時間〜1時間5分 


約35〜40分 


が ] 55分〜1時間5分 


ちザ巧 
巧巧を; 


わ 

—— ザ J _ 

否性し 




T^r 時間 q 時間己ろ ^ 


の45〜50分 


時間35み I - 


0巧〜3時間2己巧 


時間5巧 


の1時間25分〜1時間35巧 


® 登録メニューについては 一 P 1 日[■お気に入りメニュー登録機能 J 參頼 
，壁圧 1 00 V - 室溫 20 で.水温] 8 での場合。 

® 時間は巧:飯をはじめてからな温になるまでの時間です。また塑圧•室温•季節•水加減などによ D かわります。 
•巧をこみは、米に調巧料をしっか D 含ませおいし <巧を上げるため、炊き上びりまでの時間び長 < かか0ます。 
(予熱の時間び約30分かか D まず。） 

玄米は、白米のをちをちメニューで炊いて < ださい。 


霉 ® 圧力をかけているメニューでは、炊飯開始から約20分で圧力びかか0始めます。居力びかか0始めてから炊飯びお了ず 
’舊 るまでは、安全のため、プッシュボタンを巧してをがぶたは開きません。炊飯途中でがぶたを開けたり、が飯をやめる場合' 
r と0けし J キーを1砂な上巧して < ださい。ただし、この場合、再度げ飯を開始してをうま < 炊けない場合びあ D ます。 

を「とりけし」キーを巧したあとでを、プッシュボタンび重く感じたら無理に外でたを腳ブず、冷ましてから開けてくだごし、。 

;社 ® 巧飯の状働こより、がき上がったご飯の底面びうすく焦げることびあります。 

® ホをつつみこんで巧<ために、ご飯の中央部びややくぼむことびあります。 

ご； ® 連続して巧くときは、本がや外ぶたを人朗福度に冷ましてください。熱し)とうまく炊けません。 

を巧障の原因になるため、空だをはしないで < ださい。 
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を米の計置は、付厲の計還カップを用い、ずりまりで計る 
普通婿白米、玄米、猪をを米-*「白米巧_!の計量カップで 






树 g ® 計置*ジ苗で無ミ毙緣屬計る 

無就米専用の計量カップ Cl 71 mL ) すりきり1杯ずつ 


鑛ミ烫畿◎砂と趣ひと粒がかになじおぶラに2〜3回 [^7 
髓 IX がを混培でか S 、 水加減をずる 

水平な所で、乂 I ■ューに合ったなべの水位目盛に合わせる 一 piir 炊を方メモ」参照 
ホを平らにならす 

賓無洗米は、精米製法などにより米の表面にデンフン質がをく残っている場合びあります。 
米のデンプン費で、水び白くにごっていると焦げ•ふきごぎれ•炊き上がりび悪くなる原因 
になりまず。白くにごるとさは、1〜2度水を入れかえてすずぎます。 

◎調疎料を加えて炊くときは、なべの底か6よくかき湿ぜまず。 

◎がにひたさなくてもすぐにげけます。ひたしておくと、かしやわらか制こ炊き上が D ます。 


0 $で無洗米選択したあと、た苗でタニューを選ぶ 

◎無洗米での「玄米」’「玄米活性」‘ r 玄米びゆ」は選べません。 


無巧米^ r 無洗米専用」の計愛カップで 



2カップ L ツ下で炊し、てくだごし、。超えた里で 
炊くとおみれた D 、 ラまく炊けないことびあり 
まず。_ 

の水位因盛に合わだます。 


ぞ遇口ます。 


貝の壁は、ホの質歷（巫さ）の30〜5096び 
適湿です。をすざるとラまく炊けないことび 
具 あります（お1カップは約1 50 g ) 。 

夏はルさめに切 D 、 がの上にのせてホと混ぜ 
ずにが飯して<だごい。 

姻日ま料はだし汁や水などで巧めて米に加る、水加減した 
おと、なべの底びらよ<混ぜまず。がに应接調睐料を加 
えた〇、なべのほからぶ<ミ昆ぜない招を、焦げびをご< 
なつた〇、ラまく巧けない原因にな〇ます。 


験替懸祐 


水な]減 


i * 孤埋の水化目巧よ〇かしをめに合わせ 
ます. 


[をちをち j 巧逊びまず。 


巧し巧巧おだる倒るは炊飯扭の2096までにしてくださし、， 
をいと、巧:けない巧合び巧 D ます。 

硏：1カツブのときは、ホ 0.8 カツフ.巧し涅0.2カップ 



または1をちをち I 巧避びます。 


洗ホは胚ずび取れないよラ饱しく、を早く洗し t ます 
(巧すは取打やすいたゆ）。 


のがな目盛にをわせまず。 


巧選びまず。 


無洗米選択のしかた 

無巧米選択の解除 

1 (Q を脚ず 

/ 巧骑 を押ず 

# r 玄米 j または r を米患を」「玄米びゆ」がメ 


ニュー選択されている状態で「無洗米」キ 
-を押すと、メニュー還おは「無洗米•戌つう」 

へ移ります。 

2 表示部の鼠爾思恩が消える 

9 裹爪 部に Bmmm が義术される 

fljfef しかつさ巧边つ气ちちち巧） 

白米 f し P つ空0ふごラちちモち 1 

1 つ .0 う n 1 



_ホ 
水カロ減 


尼 ga の水 

[玄米活が ち 


く位目盛に合わせます: 
ぞ選びます。 




米 

洗つてざるにあげ、30分 iU 上水巧 D して 
使用します。 

水如!減 

i 

i ? sf ^51 のかかち巧し—合わサまず。 

• をちホのみの囑合 

巧1^51のホ:俯目風户おり 
• もち米とラるちホを混ぜた場合 
巧?*巧のがが目盛よりルしをめ 


I おこね I を遇びます。_ 

水加減をしたあと、ホの上に离をのせます。 


ホ 

が加減 


かづ'き米-玄米では炊けません。_ 

ち巧调抽 の水な目盛に合ねせまず。 

G おかがを遇びまず。 _ 

属の涩はがの巧 B (湿ご）の30〜50舶び 
過歷です。ルさめに切〇、ホの上にのせて米 
と混だすにが飯してくださし、。 

窥是にくい興は、ややみなめにして < だごい。 
また、閣巧朔はあらかじめゆでるなどし、必 
ずおかゆび炊を上がつてから加えて < ださい。 


靈纖蒙靈娜 


2カツブ Jii 下でが:いてください。発穿をホ 
だけ、または舞芽ちがと檀巧桃白米を混ぜ 
合わせて巧5ます。 


i ^ a のがな目盛にをわせます。 




[ j をちをち1を遇びます， 


発をち米の袖獨によっては、ご\をこぼれた0、ラまくげけ 
ない獨合ぴお日まず， 

舆をなホのタイマーモ約の飯や30分]^上のつけおさ 
はしないでください。裝ま玄ホはが巧を吸収しやすし、 
ため、ラま < がけない掘をが巧 D ます。 

篇穿玄がは f 白ホ（をちをち〉」メニユーでがくためが 
巧上び〇を「棚鄰の巧過」に移0まずび，お溫する堀を 
は r 厨め巧湿」に巧密してください。（いやなにおいの 
発ををおさえます。） 

おすな米槪を使用して巧った発穿玄米をお使いになる 
巧をのが:き方は、発穿な米概を眼巧しているメーカー 
に面後巧いをねせてくださし、。 





のが化目盛にをむせます。 


おザびゆ J 巧処びまず， 

民の湿は米の叨涅（逝ご）の30〜己〇始び週 
湿でず。小だめに切 D 、 がの上にのせて米と 
混ぜずに饮飯してくだだし^。窥えにくい房は， 
ややがなめにしてください。また、檀森類は 
巧るかじめゆでるなどし、必ずおかゆびげち 
上びつてかろ加えてくださし、。 


案^^^^^ 


0.5~2カップの問でがし、てぐだだい。 

米 超えた證で炊くとあふれた〇、ラまくが:けな 

し、ことび® D ます。 _ _ 

一ん 匿*資 のが位旨盛ぶりかなめに合むは 
ます。 


[ S ： ホ1を邏びます。 


おヴきがの極類によっては、ふきこぼれたり、ラまく饮 
けない城合び拓〇ます。 





















































































